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ドジョウドジョウドジョウドジョウ（ドジョウ科） 

学名学名学名学名：Misgurnus anguillicaudatus 

別名別名別名別名：ドジョウメ，ドジョッコ，ドジョメ 

大大大大きさきさきさきさ：全長約 12 cm 

特徴特徴特徴特徴：体は細長く，口ひげは 5対ある。口

ひげの数は，シマドジョウ（3 対，右下写

真）やホトケドジョウ（4 対，ホトケドジ

ョウの項参照）を区別するのにわかりやす

い識別点。近年，ドジョウに良く似た国外

外来種のカラドジョウ（ Paramisgurnus 
dabryanus）が日本各地で確認されている。
カラドジョウの口ひげはドジョウと同じ 5

対で区別できないが，カラドジョウはドジ

ョウに比べ口ひげが長いこと，尾柄高が高

いこと，尾びれ前方の鰭条数が多いことな

どが異なる。しかし区別はやや難しい。 

国内国内国内国内のののの分布分布分布分布：日本の全国各地に分布。 

県内県内県内県内のののの分布分布分布分布：霞ケ浦水系や利根川水系，久

慈川水系，那珂川水系，県北地方の各河川

などに分布。水田地帯の水路や水田内でも

よくみられる。カラドジョウは，霞ケ浦の

流入河川である桜川や小野川，利根川水系

の小貝川と鬼怒川などで確認されている。 

県内県内県内県内でのでのでのでの生態生態生態生態：産卵期は 4～7月頃。 

備考備考備考備考：カラドジョウは中国や台湾，朝鮮半

島が原産で，外来生物法で要注意外来生物

に選定されている。 
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シ マド ジョ ウ 学名学名学名学名：Cobitis biwae 

県内県内県内県内のののの分布分布分布分布：恋瀬川など霞ケ浦水系の流入

河川や那珂川水系，久慈川水系，大北川な

ど県北地域の各河川。 
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